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論 文 内 容 の 要 旨
MS2ファージは RNA ファ- ジの一種であるが, 本論文はこの MS2 を用いて, RNA ファージの特
徴である burstsizeの大きい原因を生化学的見地から追求した結果を論述したものである｡
MS2ファージは大腸菌 K12株の雄株 (F+, Hfr, F′) に特異的に吸着するので, K12株の変異株を
mutagenで処理してウラシル要求株をつ くった｡ すなわち野生株K12(F'), 変異株 A19(RNaseI-),
Q13(RNaseI~,PNPase~), C600(F+) の4株よりウラシル要求株を単離した｡
こうして得られたK12S(F+)U~ で培地にウラシルを欠除した場合における MS2ファージの増殖を調
べたところ, ファ- ジは, およそ100の burstsizeで増殖した｡ このとき大腸菌そのものは, ほとんど増
殖しない｡ そこで A19HfrU-(RNaseI~)あるいは Q13HfrU-(RNaseI-, PNPase-) を用いてファージ
の増殖を調べたO その結果, RNaseIを欠除する宿主ではファージの増殖が起こらないことが明らかとな
った｡ しかしC600(F+)U~(Sus+) ではファージ増殖が見られた｡
ファ- ジ感染前に宿主の高分子RNAを3H- ウラシルで標識, 感染後, ウラシル欠乏培地でStarvation
をさせた｡ するとファージの増殖が起こった K12S(F')U-および C600(Fl')U - では高分子 RNAの
分解が急速であったが, A19HfrU~ および Q13HfrU~ では顕著な分解は見られなかった｡
さらに K12S(F+)U- におけるファ- ジの吸着および増殖に及ぼす諸条件を知るため, ファージ吸着
時間, m .o.i.,Ca2+ イオン濃度, 菌濃度などの影響を検討した｡ またクロラムフェニコールはK12S(F十)
U-のウラシル欠乏培地でのファ- ジ増殖を阻害する｡ さらに 3H- ウラシル標識 K12S(F+)U- がファ
ージに感染 したときのリボソームの変動をショ糖密度勾配遠心法で調べた結果, 放射能はリボソームから
ファージの特異画分に移行することが明らかとなった｡
このようにファージ感染後, 宿主高分子 RNA の分解に宿主 RNaseIが関与することは確実であると
考えられる｡ この知見に基づいてファ- ジの感染 ･増殖と宿主体内高分子 RNAおよびファージRNAの
合成, 分解の相互関係の機構を提示している｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 ｡q
RNAファージは1961年に大腸菌K12雄株に感染するファ- ジの中から発見されたもので, 現在までに
f2, MS2,R17, Q βなどが知られている｡ この RNA ファージを用いて生化学的および分子生物学研究
が急速に進展してきている｡ しかし本ファ- ジ系と宿主との相関関係については, ほとんど研究がなかっ
た｡
RNAファージの特徴は burstsizeがきわめて大きいことである｡ DNAファージの burstsizeは100
-200程度であるが, RNAファージでは数千から数万を示す｡ この点から推察すると, 宿主のもつヌクレ
オチ ドのプールだけでファージ増殖に必要なヌクレオチ ドを充足することは不可能である.
そこで著者は, これは宿主高分子 RNAが分解され, 利用されているのではないかと考え, その経路を
証明するためウラシル要求性大腸菌をつ くり, ウラシル欠乏状態におけるMS2の増殖の様相を調べた｡
その結果,RNaseIを欠除する宿主ではファージの増殖が起こらないことを明らかにした.
一方, ファージ増殖が起こったウラシル要求性大腸菌について MS2ファージの感染 ･増殖に及ぼす諸
要因を明らかにするとともに, これらの宿主において宿主 リボソームの RNAがファ- ジのRNAに移行
することを実証した｡
このように本論文は RNAファージの増殖と宿主大腸菌の高分子 RNA との関連性をはじめて明らか
にしたもので, 生化学および分子生物学分野に貢献するところが大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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